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オオワシ
国天然記念物で絶滅危惧種のオオワシ。翼を広げると最大
2.4㍍にもなる巨大な海ワシで、ロシア極東に生息してい
ます。冬鳥として主に北海道に飛来しますが、涸沼には、
毎年同じ個体が１羽やって来ます。今年もまた迫力ある姿
を見せてくれ、涸沼周辺は、その勇姿を写真に収めようと
するカメラマンで賑わっています。

（写真提供：清水道雄さん）
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大
切
な
の
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
対
策
を
し
て
お

く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
「
自

助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
っ

て
取
り
組
む
「
共
助
」、
国
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
が
取
り
組
む
「
公
助
」
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
基
本
と
な
る
の
は
「
自
助
」、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で

す
。
特
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
自

分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。「
自

助
」
に
取
り
組
む
た
め
に
、
災
害
に
備
え
、
自
分

の
家
の
安
全
対
策
を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
家
の

外
に
お
い
て
地
震
や
津
波
な
ど
に
遭
遇
し
た
と
き

の
身
の
守
り
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

身
の
安
全
を
確
保
し
、
生
き
延
び
て
い
く
た
め
に

は
、
水
や
食
料
な
ど
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

防
災
対
策
に
は
、
絶
対
大
丈
夫
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
周
り
に

ど
の
よ
う
な
災
害
の
危
険
が
及
ぶ
の
か
を
考
え
、

そ
の
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

正しい情報を把握

3　地震後

・ラジオやテレビなどから正しい情報を得る。
・ブレーカーやガスの元栓を確認。
・わが家の安全を確認したら、近所の安否を確認。

落ち着いて行動を

2　地震直後

・家族の安全を確認。
・火を使っているときは、揺れが収まってから落ち着
　いて火を始末。
・避難できるよう出口を確保。

いざというとき
自分の命を守るために

災害対応のプロに聞く
　万が一に備える心構え

茨城町消防長
　塙　　隆一

　災害発生時、一瞬の判断が生死を分けることも
あります。災害時に慌てず落ち着いて行動できる
よう、災害について知り、事前の備えをしましょ
う。また、冷静に身の安全を図れるように、自宅
や職場だけではなく、いろいろな場所に応じた注
意点を知っておきましょう。地震の備えでは、大
型の家具に転倒防止器具を取りつけ、固定するな
どの対策をしておくことも大事です。
　被災後は断線した電線がないか、落下・倒壊し
そうな危険物がないか、道路の陥没がないかなど
周囲の安全確認にも気を配りましょう。

避難指示（緊急）

それぞれの情報が出されたら
どう行動するべき？

Check! !

災害が発生する等、人的被害の危険性が非常に高まった
場合に発令されます。

避難指示（緊急）が出たら…
まだ避難していない場合は、ただちに避難しましょう。
外出することが危険な場合には、自宅内で安全な場所に
留まりましょう。

避難勧告
災害による被害が予想される地域の住民に対して、避難
を勧める情報です。

避難勧告が出たら…
避難場所へ避難しましょう。

避難準備・高齢者等避難開始
避難勧告や避難指示（緊急）の発令が予想される場合に
発令されます。

この情報が出たら…
いつでも避難できるように準備しましょう。避難に時間
を要する方（高齢の方、障がいのある方、乳幼児をお連
れの方）は避難を開始しましょう。

上
に
行
く
ほ
ど
よ
り
緊
急

いざ
自分
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大きな被害をもたらした東日本大震災から７年を迎えます。

もし、今大きな地震が起きたら、あなたはどう行動しますか？

いつ起こるかわからない災害には、日ごろの備えが不可欠です。

今回は災害から命を守るための備えについて考えてみましょう。 防災
特　集

災害への備え

東
日
本
大
震
災
発
生

茨
城
町
で
も
震
度
６
弱
を
観
測

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
。
宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源
地
と
し
て
最
大
震
度

７
の
地
震
が
発
生
し
、
茨
城
町
で
も
震
度
６
弱
を

観
測
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
27
棟
の
住
宅
が
全
壊

し
、
瓦
の
崩
落
や
建
物
に
ひ
び
が
入
る
な
ど
の
被

害
が
数
多
く
報
告
さ
れ
、
水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
や

消
防
署
な
ど
の
公
共
施
設
が
被
災
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。取

り
戻
し
た
日
常
と

震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

水
は
不
足
し
、
街
の
明
か
り
も
消
え
た
ま
ま
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
一
瞬
に
し
て
途
絶
え
ま
し

た
。
あ
の
日
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
日
常
を
取
り

戻
し
た
現
在
。
し
か
し
、
当
時
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
、災
害
は
突
然
私
た
ち
に
襲
い
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
私
た
ち

を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
を
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

自分の安全を確保！

1　地震発生
地震が起きたときの行動

・揺れを感じたときは自分の安全を確保。
・物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動しない」　
　空間に身を寄せ、揺れが収まるまで様子を見る。
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▶自主防災組織とは
　地域住民が協力・連携し、自分たちでできる防災
活動を行うために結成される組織です。大きな災害
が発生した場合は、消防署や消防団だけでは手が回
らない場合も。そのようなとき、地域でできること
（安否確認や避難誘導、要援護者の避難支援など）
をすることで、地域の被害を軽減することができま
す。

▶自主防災組織の活動
◆地域のイベントで、炊き出しの練習
やテント設営の練習をする。
◆定例の清掃活動で、地域の危険箇所
の調査や防災資機材の点検をする。
◆防災に関するチラシなどを定期的に
作成・配布する。

共 助
非常時には地域コミュニティが「共助」につながる
災害発生時、すぐに助け合うことができるのは近くにいる地域住民。
もしものときに備えて、住民同士で災害対策を行うことが重要です。

地域での「助け合い」

自主防災組織

▶備蓄倉庫
　東日本大震災後に作成した茨城町災害備蓄
計画により、町内12 か所に防災倉庫を整備し、
備蓄を進めています。この計画における備蓄
量は、東日本大震災時に避難された人数（約
1200 人）を根拠としています。

▶防災行政無線
　災害時、町内全域に迅速かつ正確な情報を伝
えます。聞き取りにくかった防災行政無線の内
容は電話でも確認することができます（左下）。

公 助
町の防災対策
町では、あらゆる災害に備えて、以下のことに取り組んでいます。

行政による

容は

防災行政無線の内容は電話でも確認できます
防災行政無線テレフォンサービス
　☎ ０２９－２９２ー８８６１（有料）
フリーアクセス
　☎ ０８００ー８００ー８８４８（無料）

防災情報が届きます

茨城県防災メール
防災情報を電子メールで
配信しています。

町公式Twitter（ツイッター）
暮らしの情報やイベント情報を配信
していますが、災害時には防災情報
を配信します。

 

 

 

 

い
ま
で
き
る
こ
と
を

　

自
然
災
害
そ
の
も
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
常
を
取
り
戻
し
た
今
な
ら
、
防
災
に
向
け

て
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
い
つ
起
こ
る
の
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

加
え
て
、
隣
近
所
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
め

な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
「
共
助
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
発
災
後
し

ば
ら
く
の
間
は
、
行
政
の
支
援
ま
で
の
間
に
、
地
域
住

民
が
自
発
的
に
避
難
行
動
を
と
っ
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
家
族

や
隣
近
所
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

○町内 12箇所の防災倉庫に格納している防災資機材の数量まとめ

種類 数量 種類 数量

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

毛布

床シート

簡易テント

間仕切り

簡易トイレ

発電機

投光機

懐中電灯

コードリール

ガソリン携行缶

メガホン

食器セット

飲料水

ストーブ

灯油用ポリタンク

水用ポリタンク

ブルーシート

アルファ米

保存パン

玄米スナック

枚

本

基

張

セット

台

台

個

個

個

2,900

49

26

50

24

12

13

48

12

12

個

ケース

本

台

個

個

枚

食

食

ケース

24

12

6,240

24

24

24

120

2,400

1,152

12

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
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　大災害が発生したときには、電気やガス、水道、
通信などのライフラインが止まってしまう可能性
があります。ライフラインが止まっても生活でき
るよう、普段から飲料水や非常食などを備蓄して
おくことが大事です。

福祉避難所は、在宅の障がい者や高齢者のうち、
より専門的な支援や援護の必要性の高い避難者の
ために確保されるものです。町総合福祉センター
「ゆうゆう館」のほか、町と協定を締結している
11 か所の施設があります。
※福祉避難所への避難は、町がそれぞれの施設へ
の開設要請後になりますので、災害発生時には、
まず一般の指定避難所に避難し、福祉避難所に
避難することは避けてください。

自 助
災害についての知識と日ごろの対策が防災のカギ
防災は、自分の身を守る「自助」が基本。まずは災害についての知識を
深め、自分や家族の身の回りの安全を確かめましょう。

自分の命を守る

非常時を考える

災害時に役立つ備蓄品

非常時を考える

災害時に役立つ備蓄品

①避難場所を決めておく
近くの避難所などを家族で確認し
て、万が一の際に避難する場所を
あらかじめ決めておきましょう。
町ホームページでも確認できます。

▶茨城町市街図（総務課で配布）　

②ダイヤル「１７１」を使う
大災害発生時に「１７１」をダイヤルすると、
伝言を音声で残すことができます。残した
音声で家族などが全国どこからでも安否確
認できます。

③災害用伝言板を使う
携帯各社のインターネットトップメニュー
「災害用伝言板」に、誰でも伝言を登録でき
ます。また、電話番号をもとに伝言を確認
できます。

もしものとき
家族と連絡が途絶えたら…

▶乳幼児がいる家庭の備蓄品

▶避難場所・避難所

▶福祉避難所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

長岡小学校
葵小学校
大戸小学校
旧川根小学校
旧上野合小学校
旧沼前小学校
駒場庁舎（旧駒場小学校）
旧石崎小学校
旧広浦小学校
明光中学校
青葉中学校
青葉小学校
県立茨城東高等学校
県立農業大学校
中央公民館大ホール
町総合福祉センター「ゆうゆう館」
桜の郷中央公園
香取地区学習等供用施設
大山原農村集落センター
南川又農村集落センター
五里峰農村集落センター
赤坂農村集落センター
秋葉公民館
海老沢ふるさとコミュニティーセンター
中山集落農事集会所
木部南部公民館
小幡区民センター
上雨谷農村集落センター
神谷農村集落センター
飯塚新農村集落センター

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

№ 施　設　名

施　　　設　　　名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

特別養護老人ホーム　ときわ木園
特別養護老人ホーム　桜の郷元気
特別養護老人ホーム　みどりの杜
介護老人保健施設　エバーグリーン
介護老人保健施設　レイクヒルひぬま
介護老人保健施設　桜の郷敬愛の杜
介護老人保健施設　葵の園　水戸
有料老人ホーム　グランドホームとんぼ
障害者支援施設　涸沼学園　集まれガッツ村
障害者支援施設　あいの家
指定障害者支援施設　ひぬま荘
町総合福祉センター　「ゆうゆう館」

洪水 土砂
災害

指定緊急避難場所

地震 大規模
な火災

指定
避難所

一時
避難場所

□飲料水
大人１人につき１日３㍑が目安。１週間分の21㍑分を
備蓄することが理想。
□携帯ラジオ
□カセットコンロ
□食料品

□紙おむつ　　　□離乳食や粉ミルク

▶高齢者がいる家庭の備蓄品
□常備薬とお薬手帳　　□ゼリー飲料

アルファ米やレトルト食品など１人３日分が目安。
その他
マッチ、ろうそく、カイロ、軍手、ウェットティッシュ　など
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スタッキングチェアを活用した
シルバーリハビリ体操の様子

テレビ、ＤＶＤレコーダーを活用した
草刈り機等の安全勉強会の様子

輪投げ大会の様子

楽楽農園

寸劇の様子　

出来上がった作品と一緒に

押し花教室の様子

加藤区長による紙芝居の様子

腹話術人形による交通安全の呼び掛け

製作した窯でピザを焼いている様子

じゃんけん大会の様子

輪投げ大会の様子マジックショーの様子

区民で製作したピザ窯

　町では、集落支援員を配置し、地域の活性化や地域　　　
各地区で活発に行われている地域づくりの活動をご紹　　　

【問合せ先】 　町民協働課　集落支援員　　　　　　

　前田東区（加藤守区長）では、「ふるさと元気づくり推進事
業」を活用し、区内の遊休農地を住民が集う場所にしよう
と「楽楽農園」事業を開始しました。この事業を進めるた
め、区で実行委員会を立ち上げ、営農指導や栽培講習会を
行いました。楽楽農園に蒔いた大根が見事に育ったため、
11月12日（日）に「三世代食農体験交流・大根掘り」を開催
し、収穫しました。また、加藤区長による「農園ができる
までの紙芝居」を楽しみました。

　城之内区（藤枝光正区長）では、12月10日
（日）、城之内公民館において、町集落支援員と
ボランティアによる語り寸劇が行われました。語
り寸劇では、近年増加している「オレオレ詐欺の
手口」と「還付金詐欺や悪質商法」の２話を披露
しました。また、水戸警察署城之内駐在所佐藤巡
査より、詐欺の手口や被害件数・被害金額の説明
と詐欺対策の講演がありました。寸劇終了後は、
「腹話術人形」による交通安全についてのアドバ
イスや参加者一人ひとりとの握手会をし、会場は
和やかな雰囲気に包まれました。

　桜丘団地区（押鴨德明区長）では、11月３日（祝）桜ケ丘公民
館において三世代交流会を行いました。茨城県シニアマスター
のマジシャン高野氏によるマジックショーが行われ、近くで見
る様々なマジックの仕掛けに、大人も子どもも大喜びでした。
また、育成会と高年者に分かれた輪投げ大会やビンゴゲームが
行われ、区民が充実した時間を過ごし、世代間の交流を図るこ
とが出来ました。

Vol.６

スタッキングチェアを活用した
シルバーリハビリ体操の様子

テレビ、ＤＶＤレコーダーを活用した
草刈り機等の安全勉強会の様子

前田東区

桜丘団地区

輪投げ大会の様子輪投げ大会の様子輪投げ大会の様子

楽楽農園楽楽農園楽楽農園

寸劇の様子　寸劇の様子　寸劇の様子　

出来上がった作品と一緒に

押し花教室の様子

加藤区長による紙芝居の様子加藤区長による紙芝居の様子加藤区長による紙芝居の様子

腹話術人形による交通安全の呼び掛け腹話術人形による交通安全の呼び掛け腹話術人形による交通安全の呼び掛け

製作した窯でピザを焼いている様子

じゃんけん大会の様子じゃんけん大会の様子じゃんけん大会の様子

輪投げ大会の様子輪投げ大会の様子輪投げ大会の様子マジックショーの様子マジックショーの様子マジックショーの様子

区民で製作したピザ窯

城之内区

矢頭東区
　10月15日（日）、矢頭東区（栗山正美区長）
では、葵小学校体育館において「三世代交流
輪投げ大会」を開催しました。大会では、矢
頭東区シルバーリハビリ体操部の皆さんの指
導による準備体操を行った後、子どもから大
人が18チームに分かれて、皆真剣に楽しみな
がら輪投げをしました。
 大会の最後には、全員参加のじゃんけん大
会も行われ、「じゃんけんポイ！」と大きなか
け声の中、区民の親睦と交流を深めました。
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　　づくりの取組みに対して、様々な活動を行っています。
　　介します。
　　☎０２９―２９１―８８０２（直通）

海老沢区

　海老沢区（倉持衛区長）女性会は、女性部の教養
を高める取り組みとして、11月25日（土）海老沢公
民館において、「身近な草花を使った押し花教室」
を開催し、35人が参加しました。
　生け花教授・押し花インストラクターの髙畑悦子
先生の教えのもと、地域に生えている「からむし」
と同女性会が管理している花壇に咲いていた「コス
モス」などを使用し、フクロウの形の押し花を作り
ました。参加者は「身近な草花で押し花ができたこ
とが良かった。家のインテリアとして飾りたい。」
と嬉しそうに話していました。

　宝くじコミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢献事業として、コミュ
ニティ活動備品の整備等に対して助成を行い、地域コミュニティ活動の充
実、強化を図り、地域社会の健全な発展と社会福祉の向上に寄与すること
を目的としています。
　平成29年度のオータムジャンボ宝くじ助成事業は、新興区（金子敬一
郎区長）が採択され、公民館にエアコンやテレビ、スタッキングチェア等
の整備が行われました。
　備品整備された公民館を活用するため、婦人会が中心となり「新興いきい
きサロン」を立ち上げ、12月11日（月）には高齢者向けに「シルバーリハビ
リ体操」を実施しました。また、区内の農道や用水路等の整備、草刈り等を
行うため、区の若い世代の方が中心となり結成されている「地域活動組織」
が、草刈り機等の機械を安全に使用するための講習会を行いました。
　新興区ではこれらの整備された備品を活用して、三世代交流会や地域貢
献活動、コミュニケーション活動を行っていく予定です。

宝くじコミュニティ助成事業 地域コミュニティ活動の活性化

中石崎区
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草刈り機等の安全勉強会の様子
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草刈り機等の安全勉強会の様子

輪投げ大会の様子

楽楽農園

寸劇の様子　

出来上がった作品と一緒に出来上がった作品と一緒に出来上がった作品と一緒に

押し花教室の様子押し花教室の様子押し花教室の様子

加藤区長による紙芝居の様子

腹話術人形による交通安全の呼び掛け

製作した窯でピザを焼いている様子製作した窯でピザを焼いている様子製作した窯でピザを焼いている様子

じゃんけん大会の様子

輪投げ大会の様子マジックショーの様子

区民で製作したピザ窯区民で製作したピザ窯区民で製作したピザ窯

　中石崎区（小沼澄夫区長）では、今年度より新たに「ふるさと元気
づくり推進事業」を活用した事業を開始しました。東日本大震災の
教訓を生かし、大災害時に安心して住民が避難できる場所として、
公民館敷地に、電気等のインフラ喪失時にも活用できる竈やピザ窯
を製作しました。10月29日（日）には、中石崎公民館において、ふれ
あいまつりを開催し、この度製作した竈等で、焼きそばやピザを
作って、地域の交流を図りました。

かまど
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Town News
まちのできごと

Town News　“まちのできごと”

　環境省が、水・土壌環境の保全分野において貢献
してきた個人、団体を表彰する「水・土壌環境保全
活動功労者表彰」を、茨城町家庭排水対策協議会（一
澤恵子会長）が受けたことを称え、小林宣夫町長か
らお祝いの言葉が贈られました。
　同協議会は、昭和60年の設立以来、涸沼や町内
全域の流入河川の水質浄化を図るため、清掃活動や
水質調査などに尽力してきました。一澤さんは「長
年の地道な活動が評価された。今後も水質浄化を呼
びかけていきたい。」と話しました。

茨城町家庭排水対策協議会
環境省より「水・土壌環境保全活動功労者表彰」
茨城町
環境省よ

1/16
（火）

　住民視点によるまちづくりの提言を行う組織とし
て設置された「茨城町明日のまちづくり検討委員会」
（松野聖史委員長）が、約２年にわたる協議・検討
により取りまとめた提言書を、小林宣夫町長に報告
しました。検討課題を「農業」、「子育て・教育」、「地
域振興」「観光」の４分野とし、課題の発掘やその
解決策について話し合いを進め、全体で20項目の
提言となりました。
　今後、提言内容の具現化に向けて、町で検証を進
めます。

■農業分野「広げよう！茨城町の農業」
　・SNSを活用した農産物の PR強化
　・町産の食材を使ったレシピコンテストの開催
　・「耕作放棄地サポーター制度」の創設
■子育て・教育分野「子供を町全体で育てよう！」
　・子育てアプリケーションを活用した情報発信の強化
　・地域の公民館を子ども、親、地域住民が集える場とし
　　て活用　
　・子どもたちが地域の仕事を体験できる「社会体験型イ
　　ベント」の開催
■地域振興分野「地域資源を活用し　美しい町に！」
　・「防災キャンプ」など学校跡地を活用した取り組みの
　　強化
　・地域と事業者が定期的に清掃活動を行う「ゴミゼロ活
　　動」の実施
　・スクールバスの一般開放
■観光分野「涸沼自然公園の魅力度アップ！／魅力にあふ
　れみんなが集まるイベントを！」
　・涸沼自然公園をナチュラルガーデンに整備
　・涸沼自然公園で道具なしでもキャンプ体験ができる
　　「手ぶらでキャンプ」を実施
　・町主催イベントの実行委員に学生や若者を含め、幅広
　　い年代が楽しめるイベントを開催

　日常生活の中で感じたことや考えていることを広
く社会に訴えることにより、将来に向かって自信と
誇りを抱いてもらうことを目的とした「茨城町少年
の主張作文」（青少年育成茨城町民会議主催）の表
彰式が茨城町役場で行われました。
　今年は町内の小・中学校から計475点の応募があ
りました。町長賞を受賞した小沼優美花さん（青葉
小学校５年）、佐藤明香里さん（明光中学校３年）
をはじめ、14人が入賞しました。入賞した児童・
生徒は右記のとおりです。

茨城町明日のまちづくり検討委員会
町へ20項目の提言

生徒は右記のとお

茨城町
町へ2

1/23
（火）

　長年にわたり、統計調査員として各種統計調査に
尽力されている３人が、茨城県統計協会総裁より表
彰されたことを称え、酒井和二副町長からお祝いの
言葉が贈られました。
　廣木潔さんは「栄誉ある賞をいただき、光栄に思
う。今後の調査活動の励みになる。」と喜びを語り
ました。

統計調査において調査票の配布などに尽力
茨城県統計協会総裁より表彰

年の地道な活動が
びかけていきたい

統計調
茨城県

2/1
（木）

社会や世界に向けて
茨城町少年の主張作文表彰式

Town News “ま

　日常生活の中で
く社会に訴えるこ
誇りを抱いてもら

社会や
茨城町

1/9
（火）

（左から）廣木潔さん、河野昭夫さん、二宮清光さん、酒井和二副町長

表彰区分＼部門 小学生の部　　　　　　　中学生の部
町長賞　　　青葉小５年　小沼 優美花　明光中３年　佐藤 明香里
教育長賞　　青葉小５年　中根 美咲　　青葉中３年　高安 亜柚美
　　　　　　長岡小５年　山口 凛　　　青葉中３年　藤枝 和瑚
町民会議　　大戸小５年　小柴 華　　　青葉中１年　藤枝 胡百
会長賞　　　青葉小５年　奥谷 咲希　　明光中２年　木村 遥
　　　　　　葵小６年　　阿部 友花　　青葉中２年　青木 沙奈
　　　　　　青葉小６年　海老沢 大愛 
　　　　　　青葉小６年   小松崎 心留　　　　　　　　 （敬称略） 
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　平成29年度茨城町肉用牛枝肉共励会褒賞授与式
が、（株）茨城県中央食肉公社において、開催されま
した。
　同共励会には町内生産者が育てた肉用牛30頭（和
牛の部21頭、交雑種の部９頭）が出品され、審査
の結果、名誉賞には坂場畜産（有）（中石崎）が出品
したＡ５ランクの常陸牛が選ばれました。坂場さん
は、良い牛を育てるポイントとして「国内産稲わら
を食べさせ、常に安心・安全に配慮し、消費者のこ
とを第一に考えて飼育している。」と話してくれま
した。
　常陸牛として認定されるのは、県内の指定生産者
が飼育する和牛のうち、特に優れた牛のみです。今
回の共励会に出品された和牛全てが常陸牛の条件を
満たしており、町内畜産農家の技術水準の高さを示
しています。

畜産技術の粋を集めた常陸牛
茨城町肉用牛枝肉共励会褒賞授与式
畜産技
茨城町

12/21
（木）

　上飯沼の空手道場「日本空手道拳翔館」に所属す
る、大垣結夢さん（青葉中学校２年）が、小林宣夫
町長を表敬訪問し、11月25日（土）に東京都内で
開催された全世界青少年空手道選手権大会の部門別
で準優勝したことを報告しました。大垣さんは「優
勝したい思いはあったが、全日本よりいい試合がで
きた。」と大会を振り返りました。

世界大会での結果を報告
全世界青少年空手道選手権大会で準優勝
世界大
全世界

12/21
（木）

　茨城町消防出初式が、町立中央公民館において開
催され、町消防団員など消防関係者約300人が参加
し、まちを守るための誓いを新たにしました。
　式典では、長年にわたり消防団活動に従事した団
員などが表彰され、火事や災害などにおいて人命・
財産を守った功績を称えました。
　また、式典後には今年一年の安全を願って、一斉
放水が行われました。

防災への誓い新たに
茨城町消防出初式

満たしており、町
しています。

防災へ
茨城町

1/8
（月）

　第２次世界大戦の米軍帰還兵が持ち帰った日章旗
が、戦後72年の時を経て、遺族のもとに返還され
ました。日章旗を保管していたのは、米国ミズーリ
州のベティ・ウィルソンさん。ベティさんの父は帰
還兵のメンタルケアを担当する医師であり、日章旗
は患者から託されたものでした。入手場所など詳細
が不明瞭でしたが、ベティさんの知人で米在住の日
本人女性が、寄せ書きに複数記されている「西連寺」
という名字が茨城町に多く存在する姓であることに
気づき、特定へ繋がりました。
　25日に行われた返還式では、送られてきた日章
旗を父親や親戚の名前が書かれていた西連寺至さん
が遺族代表として受け取りました。さらに、西連寺
さんから今後保管する町遺族連合会の丸山昇一会長
に託され、丸山会長は「展示して戦争の悲惨さを後
世に伝えたい。」と話しました。

米国ミズーリ州在住の女性から
町内の遺族へ日章旗返還

きた。」と大会を

米国ミ
町内の

12/25
（月）
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健康増進課（保健センタ
ー）3月の予定

日 曜日

７

８

14

　
15

18

水

木

水
　
木

日

健診結果説明会

（16日も同時刻に実
施）

５歳児健診

健康相談

８～９か月児育児相
談

食でいきいき！健康
料理教室

（申込者）

ヘルシークッキング
＆ウォー

キング教室（申込者
）

13:00～13:30

13:00～13:30

9:00～11:30

10:00～10:15

9:15～9:30

9:10～9:30

事　業　名 
受付時間 　

３
月
８
日（
３
月
の
第
２
木
曜
日
）は「
世

界
腎
臓
デ
ー
」
で
す
。
腎
臓
病
の
早
期
発
見

と
治
療
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
国
際
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
国
際
腎
臓
学
会
と
腎
臓
財

団
国
際
協
会
の
共
同
提
案
に
よ
り
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
腎
臓
病
に
つ
い
て
知
り
、
病
気
の

早
期
発
見
や
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
腎
臓
の
は
た
ら
き

①
血
液
を
ろ
過
し
て
老
廃
物
を
尿
と
し
て
排

泄
す
る
。

②
血
圧
を
調
整
す
る
。

③
体
内
の
水
分
量
を
調
節
す
る
。

④
血
液
の
も
と
と
な
る
赤
血
球
を
作
る
働
き

を
助
け
る
。

▼
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
？

　

慢
性
腎
臓
病
と
は
、
腎
機
能
が
低
下
し
た

り
、
慢
性
的
に
た
ん
ぱ
く
尿
が
出
る
な
ど
、

腎
臓
の
異
常
が
継
続
し
て
い
る
状
態
の
こ
と

で
す
。
原
因
は
加
齢
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
で
す
。
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
な
く
、
全
身
の
む
く
み
、
体
の

だ
る
さ
、
貧
血
、
食
欲
不
振
、
吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
に
は
病
状
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
慢
性
腎
臓

病
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
症
リ
ス

ク
を
高
め
、症
状
が
進
行
し
重
症
化
す
る
と
、

人
工
透
析
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
慢
性
腎
臓
病
の
予
防

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
初
期
の
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
食
生
活
の
改
善
と
運
動
で
肥

満
を
解
消
し
、
禁
煙
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
の

あ
る
方
は
、き
ち
ん
と
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
食
生
活
を
改
善
し
よ
う

 

・
肥
満
は
慢
性
腎
臓
病
の
発
症
や
病
状
を
進

行
さ
せ
ま
す
。

    

腹
八
分
目
で
良
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

    

脂
質
の
多
い
料
理
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

    

栄
養
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

 

・
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
は
、
腎
臓
に
負

担
を
か
け
ま
す
。

    

意
識
し
て
減
塩
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。（
醤
油
や
ソ
ー
ス
は
か
け
ず
に
つ

け
る
、
麺
類
の
汁
は
残
す
な
ど
）

②
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う

 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
肥
満
や
高

血
圧
、糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

③
禁
煙
し
よ
う

 

・
喫
煙
は
慢
性
腎
臓
病
を
悪
化
さ

せ
、
心
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
命

に
か
か
わ
る
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
問
合
せ
先
】健
康
増
進
課　

　
　
　
　
　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４

（
直
通
）

慢
性
腎
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

地域おこし協力隊　　

　武笠　京子

　
「
田
舎
で
働
き
暮
ら
し
た
い
。」

と
、
た
く
さ
ん
の
活
動
目
標
を
掲

げ
て
、
平
成
27
年
に
茨
城
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま
し

た
。

　

着
任
後
の
約
半
年
間
は
、
新
し

い
生
活
や
行
政
の
仕
組
み
に
馴
染

め
な
い
た
め
、
自
身
が
思
い
描
い

て
い
た
活
動
が
出
来
な
く
、
他
自

治
体
の
隊
員
の
成
功
事
例
に
焦
り

が
増
し
、
自
身
の
能
力
の
な
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
落
ち
込
む
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
思
い
悩
ん
だ

末
、
活
動
の
主
軸
を
【
糸
紡
ぎ
・

染
色
・
機
織
り
及
び
棉
と
藍
の
栽

培
】
に
絞
る
事
を
決
め
行
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
京
都
で
【
糸
紡
ぎ
・
草

木
染
め
・
機
織
り
】
研
修
を
４
回

受
講
。
平
成
28
年
3
月
か
ら
棉
と

藍
の
栽
培
を
開
始
。
８
月
か
ら
東

京
で
【
手
拭
い
注
染
】
研
修
を
３

回
受
講
。
12
月
か
ら
大
阪
で
【
ベ

ン
ガ
ラ
泥
染
め
】
研
修
の
全
課
程

の
受
講
を
終
了
し
て
指
導
者
資
格

を
取
得
し
、
現
在
は
、
屋
号
﹇
武

染
工
房
﹈
で
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

出
店
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー

ダ
ー
品
の
製
作
依
頼
も
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
が
折

れ
そ
う
な
こ
の
２
年
半
で
し
た

が
、
な
ん
と
か
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
支
え
て
く
れ
た
人
が
い
た
か

ら
。
そ
し
て
、
猫
と
犬
が
い
つ
も

傍
に
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
、地
域
の
活
性
化
や
起
業
・

定
住
に
向
け
た
取
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

町
民
協
働
課

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
８
８
０
２

（
直
通
）

Local
News

�� �������������� 2018.３　広報　いばらき

○
人
立
て
ば
足
裏
だ
け
の
面
積
ぞ
自
分

　

の
器
量
弁
え
生
き
る

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

煙
弾
き
初
め
の
父
と
娘
の
連
弾
に
割
り

込
ん
で
ゆ
く
幼
き
手
あ
り

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
冬
の
陽
の
ぬ
く
も
り
深
く
受
け
入
れ

て
広
き
田
圃
は
眠
り
の
中
に

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

山
間
の
カ
ラ
ー
の
屋
根
は
雪
化
粧
予

報
通
り
に
降
り
て
ひ
と
色

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

野
焼
き
土
器
初
め
て
知
っ
た
先
人
の

今
に
劣
ら
ぬ
ハ
イ
テ
ク
の
技

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

散
歩
中
風
に
と
ば
さ
れ
我
が
帽
子
拾

い
直
し
て
確
と
被
れ
り

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

賀
状
に
は
元
気
の
文
字
の
数
多
あ
り

乱
れ
し
筆
に
友
の
真
実

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

枝
枝
に
光
る
霧
氷
の
美
し
さ
イ
ン
ス

タ
映
え
か
や
青
空
の
下

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

波
静
か
ゆ
っ
く
り
昇
る
ご
来
光
願
い

は
一
つ
核
な
き
世
界

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
第
四
）

　

今
年
こ
そ
何
か
良
き
こ
と
あ
り
そ
う

な
光
あ
ふ
れ
る
お
だ
や
か
な
朝

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

（
評
）
山
﨑
さ
ん―

一
年
間
で
最
も
寒
さ
が
厳
し
い
季

節
を
迎
え
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
雀
。
寒
さ
を
感
じ
さ
せ

ず
、
水
浴
び
を
す
る
姿
は
可
愛
ら
し
い
。
季
節
の
流

れ
を
感
じ
る
句
で
あ
る
。
萩
谷
さ
ん―
小
枝
は
雪
の
重

み
な
ど
に
耐
え
な
が
ら
、
じ
っ
と
春
を
待
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
岡
山
さ
ん―

農
家
に
と
っ
て
は
忙
し
く
な
り
は

じ
め
る
春
。
作
業
後
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
持
ち
帰
っ
て
き

た
土
は
、
そ
ん
な
春
を
感
じ
さ
せ
た
。
浦
井
さ
ん―

湯
船
に
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
か
ぶ
柚
子
は
、
風
情
が
あ
る
。

柚
子
の
香
り
に一日
の
疲
れ
も
癒
や
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

藤
井
さ
ん―

冷
え
込
む
朝
は
、
霜
が一
面
に
降
り
る
。

普
段
の
景
色
も
、
霜
が
朝
日
の
光
を
反
射
し
て
輝
く

と
、
と
て
も
幻
想
的
に
見
え
る
。

（
評
）
大
場
さ
ん―

こ
の
広
い
大
地
に
人
は
足
裏
だ

け
の
小
さ
な
面
積
を
占
め
て
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

自
分
の
器
量
で
あ
る
と
捉
え
、
自
分
の
生
き
方
を

見
つ
め
直
す
。
中
島
さ
ん―

父
と
娘
の
連
弾
に
割
り

込
む
幼
き
手
。
新
年
を
迎
え
た
家
族
の
幸
せ
な
ひ

と
と
き
が
見
え
る
。
鶴
町
さ
ん―

冬
の
田
畑
が
「
冬

の
陽
の
ぬ
く
も
り
」
の
「
眠
り
の
中
に
」
在
る
と
い

う
発
見
。
冬
の
田
圃
へ
の
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
眼
差

し
が
い
い
。
岡
山
さ
ん―

「
予
報
通
り
に
降
り
て
」

に
実
感
が
あ
る
。

○
時
雨
行
き
雀
水
浴
び
寒
の
入
り　

山
﨑　

文
一（
大　

戸
）

煙
初
雪
や
庭
の
小
枝
は
雪
の
笠　

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

煙
ト
ラ
ク
タ
ー
春
を
知
ら
せ
る
納
屋
の
土

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

雑
用
を
終
え
て
柚
子
湯
の
仕
舞
風
呂　

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
第
四
）

　

温
石
や
懐
か
し
父
の
温
み
か
な　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

霜
の
朝
枯
れ
野
々
原
は
う
す
化
粧　

藤
井　

功
子（
長　

岡
）

　

災
の
な
き
平
和
渇
望
初
日
の
出

　
　
　
　
　

 

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

大
雪
に
ミ
ー
猫
び
っ
く
り
あ
と
ず
さ
り

　
　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

そ
の
高
さ
競
ふ
ご
と
く
に
霜
柱

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

昨
年
と
何
か
ち
が
う
か
初
仕
事

　
　
　
　
　
　

田
崎　

明
美（
鳥
羽
田
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

　

春
は
、
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど
で
新
た
な
生
活
を
始
め
る
方
も
多
く
、
ア
パ
ー
ト
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
賃
貸
住
宅
の
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
事
例

①　

退
去
時
に
原
状
回
復
費
用
（※

）
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や

ク
ロ
ス
の
全
面
張
り
替
え
な
ど
、
高
額
な
修
繕
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。
部
屋

を
傷
つ
け
た
り
、
大
き
な
汚
れ
も
な
い
の
に
納
得
で
き
な
い
。

②　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
ら
、「
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
等
の
後
部
壁
面
の

黒
ず
み
（
電
気
や
け
）
を
修
復
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
」
と
費
用
を
請
求

さ
れ
た
。
支
払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

※

原
状
回
復
費
用
と
は

部
屋
を
入
居
当
時
の
状
態
に
戻
す
た
め
の
費
用
で
は
な
く
、
借
主
の
故
意
・

過
失
等
、
通
常
の
使
用
を
超
え
る
損
耗
を
修
繕
す
る
た
め
の
費
用
の
こ
と
。

賃
貸
借
人
の
修
繕
分
担
の
具
体
例

※

こ
の
他
の
例
も
国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

☆
契
約
時
に
は
契
約
内
容
を
十
分
確
認
し
、
理
解
し
ま
し
ょ
う
！

　
　

国
土
交
通
省
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
法
的
な
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
状
回
復

の
考
え
方
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
契
約
時
に
は
、
そ
れ
を
参
考
に
原
状
回
復
の
範
囲
・

内
容
、
退
去
や
解
約
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
不
利
な
条
項
や
特
約
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か

を
十
分
確
認
し
、
内
容
を
理
解
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

☆
入
退
去
時
に
は
、
貸
主
と
借
主
の
両
者
で
部
屋
の
状
況
を
確
認
し
、
写
真
を
撮
る
等
記
録
を

残
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
、
入
退
去
時
の
物
件
状
況
及
び
原
状
回
復
確
認
リ
ス
ト
（
例
）
が

あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

☆
原
状
回
復
費
用
の
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
貸
主
側
に
十
分
な
説
明
を
求
め
ま
し
ょ

う
！

　
　

納
得
で
き
な
い
請
求
に
対
し
て
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
貸
主
側
と
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　
　

そ
れ
で
も
解
決
で
き
な
い
時
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
１
６
９
０
（
直
通
）

消費生活
センター

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
原
状
回
復
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

わ
き
ま

わ
ざ

〇
家
具
設
置
に
よ
る
床
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
へ
こ
み
や

　

設
置
跡

〇
畳
・
ク
ロ
ス
の
変
色
（
日
照
等
自
然
現
象
に
よ
る

　

も
の
）

〇
テ
レ
ビ
等
の
後
部
壁
面
の
黒
ず
み
（
電
気
ヤ
ケ
）

貸
主
（
家
主
）
負
担

借
主
負
担

〇
引
っ
越
し
作
業
で
生
じ
た
ひ
っ
か
き
傷

〇
落
書
き
等
の
故
意
に
よ
る
損
傷

〇
タ
バ
コ
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　Ｊリーグでは東日本大震災復興支援活動を継続的に
行っています。その一環として、水戸ホーリーホックで
は、「街に誇りと感動を！サッカーで深まる地域の絆」
を目的に、茨城町をはじめとする地域の皆さまをホーム
ゲームに無料で招待しています。

▶日時　３月25日（日）午後２時　キックオフ
▶場所　ケーズデンキスタジアム水戸
　　　 （水戸市小吹町２０５８－１）
▶試合内容　第６節 水戸ホーリーホック vs 横浜ＦＣ
▶その他　町に在住・在学していることを証明できるも
の（免許証・学生証など）を持参してください。無料
チケットは午前11時より配布します。
　【問合せ先】生涯学習課
　　　　　　 ☎０２９－２４０－７１２２（直通）

　Ｊリーグでは東
行っています その

お知らせ

那珂市
八重桜まつり
　静峰ふるさと公園は「日本さくら名所100選」に選ば
れた八重桜の名所です。12haの園内に、約2,000本の
八重桜が満開となる光景はまさに壮観で、春のひと時を
桜とともに満喫しようと、家族連れや観光客で賑わいま
す。また、夜桜期間中には幻想的な世界を見ることがで
きます。
▶期間　４月17日（火）～５月２日（水）
　　　　※イベント　4月21日（土）～22日（日）
　　　　※夜桜　　　4月21日（土）～29日（日）
▶時間　午前９時～午後６時（予定）
　　　　※夜桜午後６時～９時
▶場所　静峰ふるさと公園（那珂市静1720番地1）
▶料金　・入園料金　無料
　　　　・駐車料金　普通車500円、中型車1,000円、
　　　　　大型車2,000円　
▶交通アクセス　自動車：常磐高速道路那珂IC下車、
　国道118号・県道61号経由約20分
　【問合せ先】八重桜まつり実行委員会（那珂市商工会）
　　　　　　 ☎029ー298ー0234
　　　　　　 那珂市観光協会（那珂市商工観光課）
　　　　　　 ☎029－298ー1111（内線243）

Neighboring town

水戸ホーリーホックホームゲーム
「東日本大震災復興支援招待デー」
茨城町に在住・在学の方を
メインサイド席に無料招待！

　吹矢とは筒の中に入れた矢を吹いて的に当てる競技で
す。中心に当たった時の爽快感は何とも言えません。体
力も要らず老若男女が無心になり腹式呼吸を行うので知
らず知らずのうちに健康増進になります。
　また、倶楽部内に限らず全国に仲間がいるので目標を
持って練習も出来ます。明るく楽しい倶楽部ですので、
興味のある方はお問い合わせください。
▶日時　火曜日
　　　　午後１時30分～午後３時30分（予定）
▶場所　茨城町駒場庁舎２階
▶会費　月額1,000円
　【問合せ先】浅野　馨　☎０９０－９０１７－４３４７

吹吹吹吹吹吹矢と矢と矢と矢と矢と矢と矢とは筒は筒は筒は筒は筒は筒は筒筒は の中の中の中の中の中の中にににににに
す。す。す。す。す。す。すす 中心中心中心心中心中心中心に当に当に当に当に当に当にに たったったったっったったったたたたたた
力も力も力も力も力も力も力 要ら要ら要ら要ら要ら要ら要ららず老ず老ず老ず老ず老ず老ず老若男若男若男若男若男若男若若男女女女女女女
ずずずずず知知知知知知 ずず うちうち

お知らせ スポーツ吹矢郡司倶楽部
会員募集

　清宮質文は木版画家として知られ、その作品のたたえ
る静かな詩情は、今なお多くの人を魅了し続けていま
す。清宮の生誕100年を記念し、木版を中心に水彩画、
ガラス絵など191点を展示します。
▶期間　開催中～４月８日（日）
　　　　※休館日４月２日（月）
▶開館時間
　午前９時30分～午後５時（入場は午後４時30分まで）
▶入館料　一般980円、高大生720円、小中生360円
　【問合せ先】茨城県近代美術館
　　　　　　 ☎０２９－２４３－５１１１

清清清清清清宮質宮質宮質宮質宮質宮質質宮質文は文は文は文は文は文は文は木版木版木版木版木版木木版木木 画画画画画画
る静る静る静る静る静る静る静静かなかなかなかなかなかなかなか 詩情詩情詩情詩情詩情詩情詩情情情情は、は、は、は、は、は、はは 今今今
すすすすすす 清宮清宮清宮清宮清宮清宮宮宮清宮の生の生の生の生の生の生の生誕1誕1誕1誕1誕1誕 0000000000

お知らせ
茨城県近代美術館　企画展
「生誕100年　清宮質文
　　　　　あの夕日の彼方へ」

なお ぶみせい みや

　聴力を失った方や低下した方を対象に、人工内耳講演
会を開催します。新しい聞こえの方法を考えてみません
か。ご家族の方や関心のある方もご参加ください。

▶日時　３月17日（土）午後１時～３時30分
▶場所　ミオス　大研修室（JR赤塚駅前）
▶内容　人工内耳によるリハビリについて
講師：松島敏一（東医科大学病院 聴覚人工内耳セン
ター アドバイザー）
▶参加費　無料
　【申込・問合せ先】
　（一社）人工内耳友の会ACITA茨城支部事務局　
　FAX：０２９－３５７－７９４４

チケットは午前
【問合せ先】生涯学

☎０２ででででででで
体体体体体体体体体
知知知知知知

をををををををを
、、、、、、

　聴力を失った方や
会を開催します。新
か ご家族の方や関か

お知らせ 人工内耳講演会
聞こえを失って諦めているあなたへ

　茨城労働局と茨城県は、平成31年３月大学等の卒業予
定者及び３年以内の既卒者を対象に企業説明会を開催し
ます。

▶日時　３月26日（月）午後１時～３時30分
▶場所　ホテルレイクビュー水戸
　　　 （水戸市宮町１－６－１）
▶対象　平成31年３月大学院、大学、短大、高専、専門
学校卒業予定者及び３年以内の既卒者（平成30年３月
既卒者を含む）
▶その他　参加事業所63社（茨城県内に所在するもしく
は就業場所のある事業所）
▶申込　事前申込は不要、当日会場にて受け付けます。
※茨城労働局ホームページから「いばらき企業説明会
2018」参加申込書をダウンロード、必要事項を記載
して会場にお越しいただくと便利です。
　【問合せ先】茨城労働局職業安定課
　　　　　　 ☎０２９－２２４－６２１８

（（一社）人工内耳友
FAX：０２９－３　F

茨城労働局と茨城　茨
者及び３年以内の定者
すます

お知らせ いばらき企業説明会2018
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情報

○町税の納付は口座振替をおすすめします。
○お申込みは、茨城町指定の金融機関窓口にて
受け付けしています。各種納税

　通知書、通帳、金融機関届出印
　をご持参ください。

○詳細は町ホームページまで　　　

お知らせ

　「円満な相続がしたい」「会社を立ち上げたい」「必
要な許認可はなにか」「農地転用したい」など暮らしの
なかでお困りのことはありませんか。行政書士が、親
切・丁寧に皆さまのお悩みをお聞きします。
　相談は無料・秘密厳守です。事前申し込みは不要です
ので、お気軽にご利用ください。
▶日　時　３月19日（月）　午後１時～４時
▶場　所　茨城町総合福祉センターゆうゆう館
　　　　　２階会議室３
▶相談員　茨城県行政書士会　水戸支部会員
　【問合せ先】水戸支部事務局 木村 ☎０２９－２５１－３１０１

　をご持参くだ
○詳細は

お知らせ

　町県民税・所得税の申告受付は、３月15日（木）まで
です。終了間際は大変混み合いますので、お早めにお願
いします。
　平成29年中に収入のなかった方や非課税所得（遺族年
金、障害年金、失業保険等）の方も、国民健康保険税の
算定、児童扶養手当などの受給資格審査の基礎資料とな
りますので、申告してください。詳しくは広報いばらき
１月１日号「町県民税申告について」、町ホームページ
をご確認ください。
　【問合せ先】税務課 ☎０２９－２４０―７１１４（直通）

募　集 集落支援員を募集します！

申告相談はお早めに！

　町では、区長等と連携を図りながら、各区の維持及び
活性化を図るため、集落支援員を募集します。
▶募集人数　若干名　
▶対象　茨城町に住民票がある方
　　　　年齢・性別は問いません。
▶身分　町の嘱託職員
▶任期　１年ごとに更新し、最長５年間
▶勤務　週４日、午前８時30分～午後５時15分
▶報酬等　月給制、通勤手当等あり
　　　　　※詳細については、お問い合わせください。
▶資格等　普通自動車運転免許を持っていること。

パソコンの簡単な操作ができること（ワー
ド、エクセル、メール等）。

▶活動内容　各区の問題解決のための施策の提言及び助
言、区長等との連携及び協力、地域おこし協力隊との
連携及び協力など
▶応募方法　履歴書を３月22日（木）までに、町民協働課
まで郵送（当日消印有効）または持参してください。
▶選考方法　第１次審査として書類審査を行い、第２次
審査として面接審査（第１次審査合格者のみ連絡しま
す）を行います。
　【問合せ先】町民協働課　☎０２９－２９１－８８０２（直通）

必
の
親

す

【問合せ先】町民協

お知らせ

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報伝達
訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警報システム（J
アラート）（※）を用いた訓練で、町内の防災行政無線屋外
スピーカー及び防災ラジオから、訓練放送が流れます。

▶訓練実施日時　３月14日（水）午前11時頃
▶訓練で行う試験放送の内容
町内の防災行政無線から、一斉に次のように放送され
ます。

（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急
情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えする
システムです。
【問合せ先】総務課　☎０２９ー２４０ー７１２５（直通）

一人で悩まず気軽に相談
行政書士無料相談会

防災行政無線などを用いた
情報伝達訓練（試験放送）を
実施します

４月からは口座振替で！

広報いばらき
茨城県広報コンクールで準特選
　平成29年度茨城県広報コンクールで、広報いばら
き８月１日号が広報紙部門で準特選を受賞しまし
た。全国広報コンクール（日本広報協会主催）に、茨
城県代表として推薦されます。
　町民の皆さんの活躍とご協力が今回の結果につながり
ました。これからも皆さんに親しまれる広報を目指して
努力していきますので、ご支援をよろしくお願いします。

▶

準
特
選
を
受
賞
し
た

　

平
成
29
年
８
月
１
日
号

【放送内容】
●  上りチャイム音
●「これは、Jアラートの
　　　　テストです。」×3回
●「こちらは、
　　　　ぼうさいいばらきです。」
●  下りチャイム
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砂場開放　4月から再開の予定です。

ゆうゆう館 まんまるーむ(遊戯室)を開放
日曜祝日、年末年始を除き午前9時から午後5時まで、未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。

定期子育て相談
毎月第２水曜日
時　間：午前９時30分～11時30分
場　所：保健センター　健診室　
　子育てに関する相談をお受けします。内容により
保健センター(保健師、管理栄養士)と連携して対応
します。身体計測も実施しています。

【問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎ 029－291－0980（直通）
　　　　　　　　　　　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

ボランティアによるピアノ演奏
６日(火)・16日(金)
時　間：午前１1時～11時15分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　お子さんの好きな曲や保護者が癒される曲の演奏が
あります。リクエストを受け付ける場合があります。

ボランティアと遊ぼう
27日(火)
時　間：午前10時30分～11時30分　　
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　一緒に手遊びをしたり、おしゃべりをしたりして
地域の方々と交流をしましょう。

３月の予定
６日(火)
7日(水)
13日(火)
14日(水)
16日(金)

20日(火)

23日(金)
27日(火)

ボランティアによるピアノ演奏
読み聞かせ
『わいわい発表会』
定期子育て相談
ボランティアによるピアノ演奏
第８回「スマイルサークル」
(子育てサークル)
第８回「めぇきぃズ」(子育てサークル)
ボランティアと遊ぼう

　茨城町子育て支援センターは子育て中の親子に
寄り添い、親子がふれあう子どもとの絆づくりを
大切にした活動を行っています。

子育てセミナー
　子育て親子におくる『わいわい発表会』
～たくさんの温かい思いに包まれて親子ふれあいのひとときを～

日　時：３月13日(火)　９時30分～正午
場　所：ゆうゆう館　エントランスホール・健診室
内　容：
〇子育てボランティア、関係各機関よる発表、読み聞かせ、
劇、歌、手遊び等

〇育児相談・食の相談・町内幼児施設の相談
〇子育て支援情報の提供

※詳細は、後日掲示に
　てお知らせします。

※町外の方でもご参加
　いただけます。

読み聞かせ
毎月第1・3水曜日
時　間：午前11時～11時15分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせ
に来てくれます。親子でゆったりとお話の世界を楽し
みましょう。

都合の良い
時間にどうぞ（　　　　　）

子育てサークルのご紹介
　今年度は『スマイルサークル』と『めぇきぃズ』が活
動しています。消防署見学、応急手当の講習、合同で運
動会遊びなどを行ってきました。平成30年度の子育て
サークルメンバーは4月より募集します。詳細は後日お
知らせします。
対　象：平成28年4月2日より平成29年4月1日までに生

まれた子どもとその保護者

昨年の様子

今年度の活動の様子
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デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

競
技
と
し
て
「
つ
く
ば
み

ら
い
市
」
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
天
候
の
良
い
日
は
公

園
の
休
み（
概
ね
月
曜
日
）

以
外
は
、
午
前
・
午
後
と

も
に
毎
日
練
習
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
の
た
め　

生
涯
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

廣　

木　
　
　

潔

レ
ポ
ー
タ
ー

　

世
界
最
高
峰
の
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
」

で
日
本
人
初
の
総
合
優
勝
を
目
指
し

て
い
る
篠
原
輝
利
さ
ん
（
明
光
中
３

年
）。

　

昨
年
は
初
め
て
行
っ
た
フ
ラ
ン
ス

で
、
13
・
14
歳
が
出
る
レ
ー
ス
に
出

場
。
序
盤
か
ら
集
団
を
抜
け
て
前
に

飛
び
出
す
得
意
の
「
逃
げ
」
の
レ
ー

ス
展
開
か
ら
、
見
事
に
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
全
日
本
自
転
車

競
技
大
会
Ｕ
15
（
15
歳
以
下
）
の
部

で
優
勝
す
る
な
ど
数
々
の
結
果
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
始
め
た
の
は
小

学
校
６
年
生
の
と
き
。そ
れ
か
ら
父
・

浩
一
さ
ん
譲
り
の
負
け
ず
嫌
い
な
性

格
か
ら
、
練
習
に
励
み
強
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
「
競
技
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

く
れ
て
い
る
両
親
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
る
。」
と
話
し
ま
す
。
中
学

卒
業
後
の
３
月
中
旬
か
ら
は
、
単
身

で
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
本
場
フ

ラ
ン
ス
に
渡
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

試
合
経
験
を
積
む
予
定
。「
世
界
で

通
用
す
る
選
手
に
な
る
た
め
に
、
今

の
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。」
と
こ
れ
か
ら

の
大
舞
台
を
見
据
え
て
、
真
っ
直
ぐ

な
目
で
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

篠原輝利さん
ホームページ

国
内
外
で
活
躍
す
る

中
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー

篠
原 

輝
利 

さ
ん
（
14
）

輝き
YELL

７月　JBCF第１回大田原クリテリウム E3 ２組目 １位 ４月　フランス Classic de l’Avenir １位

き

り
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みんなの
図書館

Presented by 町
管理栄養士

健康
レシピ

Pre 健康
ピ

　メタボリックシンドロームは、内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常の３つのうち２つ以上
に当てはまっている状態で、心臓病や脳卒中などの動脈硬化性の疾患をまねきやすい病態です。
　自分の食生活を振り返り、予防のためにできることから実践しましょう。

【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）

［材料］４人分
豚ひき肉　　　　　　２８０ｇ
キャベツ　　　２枚（１６０ｇ）
たまねぎ　 １/２個（１２０ｇ）
にんじん　 小１/２本（６０ｇ）
ごぼう　　　　　　　　４０ｇ
しいたけ　　　小２個（１６ｇ）
塩・こしょう　　　　　　少々
パン粉　　　　　　　　２８ｇ
オリーブオイル　　　　１２ｇ
ウスターソース　　　　２０ｇ

〈作り方〉
①　しょうがはみじん切りにする。キャベツは一口大に切り、にんじんは短冊切りに
　する。たまねぎはくし形に切る。
②　ボウルに、しょうが、ひき肉、塩・こしょうを入れてよく混ぜる。
③　鍋に油を熱し、①のキャベツとにんじん、たまねぎを炒める。しんなりしてきた
　ら、だし汁を加えて煮る。
④　煮立ってきたら、②のタネをだんご状に丸めて加える。
⑤　鶏だんごに火が通ったら、弱火にして味噌を溶き入れる。

［材料］４人分
鶏ひき肉　　　　　　２２０ｇ
しょうが　　　　　　　１４ｇ
塩・こしょう　　　　　　少々
キャベツ　　　２枚（１６０ｇ）
たまねぎ　　　　　　　４０ｇ
にんじん　 小１/２本（６０ｇ）
油　　　　　大さじ１強（６ｇ）
だし汁　　　　　　５２０ｃｃ
みそ　　　大１・小１（２４ｇ）

栄養成分（１人分）
エネルギー　247Kcal
塩分　　　　0．9g
野菜量　　　95g

栄養成分（１人分）
エネルギー　１４０Kcal
塩分　　　　１．２g
野菜量　　　68.5g

〈作り方〉
①　パン粉をきつね色になるまで乾煎りする。
②　キャベツ、たまねぎ、にんじん、ごぼう、しいたけはみじん切りにする。にんじ
　んとごぼうは、電子レンジでやわらかくなるまで加熱し、粗熱をとる。
③　ボウルに豚ひき肉、②のキャベツ、たまねぎ、にんじん、ごぼう、しいたけ、塩・
　こしょうを入れて混ぜる。耐熱容器に入れ、①のパン粉をふりかけ、オリーブオイ
　ルをまわしかける。
④　温めたトースターやオーブンで、ホイルをかぶせて約１５分焼く。その後、ホイ
　ルをはずし軽く焦げ目をつける。
⑤　焼きあがったら、ウスターソースをかける。

□チェックしてみましょう
□満足するまで食べる・残り
　物をつい食べてしまう
□野菜の摂取量が少ない
□間食が多い
□午後９時以降に食べること
　が多い
□早食い・ながら食いが多い

★意識して取り組んでみましょう
①腹八分目を心がける。
②塩分を取りすぎない。
③食物繊維を多く含む野菜類・海藻
　類・きのこ類の摂取を増やす。
④市販品のカット野菜やサラダ、野
　菜多めのカップスープなど、１品
　プラスする。また、野菜は加熱調
　理をするとかさが減り、食べやす
　くなる。
⑤遅い時間に食事をするときは、軽
　めの食事にする。

支

駒

「
メ
タ
ボ
リッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う
」
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父子ゆえ
（梶 ようこ 著）

葵の残葉
（奥山 景布子 著）

牛天神
（山本 一力 著）

海馬の尻尾
（荻原 浩 著）

父子ゆえ 葵 残葉牛天神

にゃんにゃん 
（せな けいこ 著）

ペンギンホテル
（牛窪 良太 著）

　地元の広島で起きた土砂災害
で両親を亡くしている気象庁の
予報官の田久保は、私生活で家
族を顧みることはほとんどな
かったが、認知症を患う義母の
介護のため妻の実家に転居す
る。直後、異常気象が続き、ゲ
リラ豪雨が頻発し、焦燥と葛藤
するサスペンス小説。

ハリケーン
（高嶋　哲夫 著）

 残雪の残る北アルプス。元長野
県警山岳救助隊で遭難対策協議
会の得丸志郎は、警視庁公安部
の刑事で大学時代登山部の友人
だった池谷博史に20年ぶりに再
会した。登山技術と体力が衰え
ている池谷にガイドを頼まれる。
登山中に怪我をする池谷、変
わっていく天候。山岳小説です。

蒼き山嶺
（馳　星周 著）

新刊1 新刊2

新刊続々

おすすめの新着本

2018 年３月の休館日
図書館カレンダー
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みみんなの
図書館

みんなの
図書館

おはなし会（毎月第２、４土曜日）
　３月10日（土）午後 ２時から
　３月24日（土）午前11時から

絵本となかよし（毎月第２、４木曜日）
　３月 ８日（木）午前10時30分から 
　３月22日（木）午前10時30分から

どちらも図書館「おとぎのくに」で開催します。
皆さまのご来館をお待ちしています。

イベント情報

◆
新
刊
・
新
着
本
の
ご
案
内

蒼き山嶺

チンアナゴ
３きょうだい
（葦原 かも 著）

あんた、
ご飯食うたん？
（中本 忠子 著）

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131

ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/
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再生紙を使用しています

2018年（平成30年）
3月1日　発行

◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　平成30年１月末現在
　男　16,473人
　女　16,407人
　総人口　32,880人
　世帯数　12,911世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の情報発信中!!

●●町公式ホームページ
　http://www.town.ibaraki.lg.jp/

　　　　 ●町公式ツイッター
https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№67　コブシ
（モクレン目 モクレン科）

写真・文　　安　昌美

　

３
月
は
ま
だ
寒
い
日
も
あ

り
ま
す
が
、
陽
だ
ま
り
に
は

春
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に

は
、
雑
木
林
で
白
い
大
き
な

花
を
咲
か
せ
る
コ
ブ
シ
が
あ

り
ま
す
。
背
景
に
ス
ギ
林
な

ど
が
あ
る
と
、
そ
の
白
さ
は

一
段
と
目
立
ち
ま
す
。

▼
コ
ブ
シ
と
は

 
モ
ク
レ
ン
属
に
含
ま
れ
る

落
葉
高
木
で
、
北
海
道
か
ら

本
州
・
四
国
・
九
州
に
産

し
、
韓
国
の
済
州
島
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
日
本

固
有
の
感
じ
の
す
る
植
物
で

す
。
国
内
で
は
山
地
や
と
き

に
低
地
に
も
生
え
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
山

地
よ
り
平
地
部
で
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
茨
城
町
で
は
本
当

に
各
所
に
あ
り
、
野
帳
に
は

網
掛
、
馬
渡
、
海
老
沢
、
大

戸
、
上
雨
ヶ
谷
、
駒
渡
、
下

飯
沼
、
下
座
、
下
土
師
、
城

之
内
、
常
井
、
中
石
崎
、
生

井
沢
、
前
田
、
南
島
田
、
宮

ケ
崎
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

台
地
斜
面
や
林
の
へ
り
な
ど

に
多
い
で
す
。
葉
を
広
げ
る

前
に
開
花
す
る
の
で
、
大
き

な
木
全
体
が
真
っ
白
に
な
り

ま
す
。
近
づ
い
て
み
ま
す

と
、
花
は
意
外
に
高
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。
花
粉
は
虫
に

運
ん
で
も
ら
い
、
果
実
は
集

合
果
で
、
種
子
の
部
分
が
膨

ら
ん
で
、
に
ぎ
り
拳
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
か

ら
「
コ
ブ
シ
」
の
名
が
つ
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

▼
コ
ブ
シ
の
仲
間

　

コ
ブ
シ
を
含
む
モ
ク
レ
ン

属
は
約
３
０
０
種
が
あ
り
、

東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、

北
ア
メ
リ
カ
東
部
、
中
央
ア

メ
リ
カ
、
西
イ
ン
ド
諸
島
に

分
布
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
は
７
種
が
自
生

と
さ
れ
、
他
に
中
国
や
ア
メ

リ
カ
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
ホ

オ
ノ
キ
が
自
生
し
て
い
ま

す
。
他
に
、
庭
や
公
園
な
ど

に
は
シ
デ
コ
ブ
シ
（
自
生
は

愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重

県
）
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
（
中

国
東
南
部
か
ら
西
南
部
の
原

産
）
、
シ
モ
ク
レ
ン
（
モ
ク

レ
ン
、
中
国
中
部
か
ら
西
南

部
に
自
生
）
、
オ
ガ
タ
マ
ノ

キ
（
西
南
日
本
に
産
す
る
常

緑
樹
、
神
社
な
ど
に
栽

植
）
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
（
北

ア
メ
リ
カ
南
東
部
原
産
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

学名 DC.Magnolia kobus

まさみ幼稚園ちびっ子アート

「わたしのゆめ」
かとうだ　あおい（６歳）

「ぼくのゆめ」
たかはし　ふうが（６歳）６歳）

「
た （６歳）




